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２

議会だより つしま

議  案 審議結果

　　令和7年第1回定例会が2月20日から3月14日（23日間）の日程で開かれ、同意案を除く29件
の提出議案等について審議されました。一般質問は10人が登壇し、活発な議論が展開されました。

主な議案

予　算　案    １３件

（令和７年度対馬市一般会計予算 ほか）

全件 可決

条例改正案    １４件

（刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 ほか）

全件 可決

１件 可決議　決　案　　１件

（辺地に係る公共的施設の総合的な整備計画について）

全件 同意同　意　案　　７件

（対馬市固定資産評価審査委員会委員の選任について ほか）

そ　の　他　　１件

（議員派遣について）

１件 可決

令和７年第１回対馬市議会定例会の概要

※議案、審議結果は対馬市議会

ホームページに掲載しています。

６月定例会のお知らせ 令和７年第２回定例会は、６月下旬に開催を予定しています。
※日程は、議会運営委員会で協議された後、ケーブルテレビ、議会ホームページに掲載しますので、ご確認ください。

４年間ありがとうございました。

今後も市議会に対するご支援とご協力を
よろしくお願いいたします。



所
管
事
務
調
査
報
告

３

議会だより つしま

【
議
案
第
10
号
】
令
和
６
年
度
対
馬
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
10
号
）

●
主
な
歳
入
の
内
訳

•
地
方
交
付
税
の
追
加

•
国
庫
・
県
支
出
金
の
減

•
寄
附
金
の
追
加
（
一
般
・
指
定
）

•
各
種
基
金
繰
入
金
の
減

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
減
債
基
金
積
立
金
の
追
加

•
運
賃
低
廉
化
事
業
負
担
金
の
追
加

•
創
業
等
支
援
事
業
補
助
金
等
の
減

•
償
還
金
利
子
の
減

◆
◆
◆  

委
員
か
ら
の
意
見  

◆
◆
◆

•
事
業
実
績
見
込
み
に
よ
る
補
助
金
の
減
額
が
多
い
。

•
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
社
会
維
持
推
進
交
付
金

は
、
積
極
的
に
国
と
活
用
枠
を
協
議
し
、
有
効
活

用
を
要
望
。

【
議
案
第
19
号
】
令
和
７
年
度
対
馬
市
旅
客
定
期
航
路

事
業
特
別
会
計
予
算

●
歳
入
・
歳
出
予
算

•
そ
れ
ぞ
れ
７
，
１
１
１
万
３
千
円

●
主
な
歳
入
の
内
訳

•
事
業
収
入
（
一
般
・
貸
切
・
乗
合
・
貨
物
運
賃
）

•
赤
字
航
路
事
業
補
助
金
（
国
・
県
）

•
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
職
員
等
の
人
件
費
等
及
び
各
協
会
へ
の
負
担
金

•
運
航
に
係
る
燃
料
費
・
修
繕
費
等

•
待
合
所
建
設
・
渡
海
船
建
造
に
係
る
費
用
の
償
還
金

※
職
員
の
退
職
に
よ
り
３
月
１
日
か
ら
運
休
中
。
運
航

再
開
は
６
月
１
日
予
定

◆
◆
◆  

委
員
か
ら
の
意
見  

◆
◆
◆

　

利
用
者
及
び
地
域
と
の
協
議
を
十
分
に
行
い
、
安
定

し
た
地
域
公
共
交
通
の
確
保
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

【
議
案
第
27
号
】
対
馬
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

●
改
正
内
容

•
体
育
施
設
か
ら
対
馬
市
阿
連
体
育
館
を
削
除

●
改
正
理
由

•
民
間
で
の
廃
校
利
用
の
た
め

◆
◆
◆
◆
◆  

審
査
結
果  

◆
◆
◆
◆
◆

【
議
案
第
10
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
19
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
27
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

調
査
日　

令
和
７
年
２
月
７
日

教
育
委
員
会
事
務
局

厳
原
幼
稚
園
の
現
状
と
運
営

●
厳
原
幼
稚
園
の
現
状

•
平
成
16
年
４
月
、
旧
厳
原
幼
稚
園
と
旧
久
田
幼
稚

園
を
統
合
移
転

•
園
児
室
４
室
、
多
目
的
室
、
遊
戯
室
（
全
室
エ
ア

コ
ン
完
備
）
の
他
、
職
員
用
施
設
も
充
実

•
完
全
洋
式
化
さ
れ
た
２
つ
の
園
児
用
ト
イ
レ

 

（
１
つ
は
シ
ャ
ワ
ー
室
付
）

•
多
様
な
遊
具
を
配
置
し
た
園
庭

•
清
潔
な
野
外
ト
イ
レ
と
広
い
駐
車
場

※
園
舎
等
は
、
明
る
く
木
の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ

る
快
適
な
環
境
で
あ
る
。
ま
た
、
立
地
条
件
が
良

く
、
屋
外
施
設
も
充
実
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

●
厳
原
幼
稚
園
の
運
営
状
況

•
教
育
目
標
「
主
体
的
に
遊
び
に
取
り
組
み
、
い
ろ

い
ろ
な
人
や
物
・
自
然
と
か
か
わ
る
力
を
培
い
、

心
身
と
も
に
健
や
か
で
、
生
き
生
き
と
活
動
す
る

子
ど
も
の
育
成
に
努
め
る
。
」

•
め
ざ
す
園
児
像
「
や
さ
し
く
、
な
か
よ
く
、
の
び

の
び
、
げ
ん
き
な
子
」

•
職
員
数　

８
名
（
園
長
、
教
諭
３
名
、
用
務
員
、

介
助
員
３
名
）

•
園
児
数　

12
名
（
年
少
４
名
、
年
中
６
名
、
年
長

２
名
）
（
令
和
６
年
５
月
１
日
現
在
）

※
各
目
標
の
も
と
、
き
め
細
か
い
園
児
教
育
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
を
確
認

●
課
題

　

令
和
元
年
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
以
降
、

保
育
園
を
選
択
す
る
保
護
者
が
増
加
し
、
園
児
数

が
年
々
減
少

●
対
策

　

市
全
体
と
し
て
、
未
就
学
児
の
幼
児
教
育
に
つ
い

て
の
運
営
方
針
を
検
討

◆
◆
◆  

委
員
か
ら
の
意
見  

◆
◆
◆

•
鶏
鳴
幼
稚
園
と
の
統
合
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

•
本
施
設
の
現
状
か
ら
、
幼
児
施
設
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
最
適
で
あ
る
。

•
運
営
方
針
の
検
討
内
容
に
よ
っ
て
は
、
保
護
者
な

ど
に
早
期
の
説
明
が
必
要
。

•
未
就
学
児
の
幼
児
教
育
に
つ
い
て
も
、
義
務
教
育

と
同
様
に
子
ど
も
た
ち
を
真
ん
中
に
置
き
、
最
善

の
運
営
方
針
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

付
託
案
件
審
査
報
告

 
■
総
務
文
教
常
任
委
員
会
報
告

委
員
長
　
陶
山
　
荘
太
郎



４

議会だより つしま

【
議
案
第
10
号
】
令
和
６
年
度
対
馬
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
10
号
）

●
主
な
歳
入
の
内
訳

•
自
立
支
援
給
付
費
負
担
金
、
障
害
児
通
所
給
付
費

負
担
金
及
び
施
設
型
給
付
費
負
担
金
の
追
加

•
オ
フ
ィ
ス
用
品
販
売
企
業
の
ア
ス
ク
ル
株
式
会
社

か
ら
の
寄
付
金
の
計
上

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
私
立
保
育
施
設
２
カ
所
に
か
か
る
運
営
費
の
実
績

見
込
み
の
増
加
に
伴
う
施
設
型
給
付
費
負
担
金
の

追
加

•
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負
担
金
、
生
活
扶
助

費
、
住
宅
扶
助
費
及
び
介
護
扶
助
費
の
減

•
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
事
業
補
助
金
、
医
薬
材
料
費
、
運
転
維
持
管
理

業
務
委
託
料
及
び
機
械
器
具
法
令
点
検
・
保
守
点

検
委
託
料
の
減

【
議
案
第
15
号
】
令
和
７
年
度
対
馬
市
診
療
所
特
別
会

計
予
算

●
歳
入
・
歳
出
予
算

•
そ
れ
ぞ
れ
４
億
７
，
０
５
９
万
２
千
円

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
職
員
等
の
人
件
費
等
及
び
出
張
診
療
所
等
へ
の
対

馬
病
院
か
ら
の
医
師
派
遣
に
か
か
る
委
託
料

•
医
療
用
器
具
使
用
料
、
直
営
診
療
所
の
医
薬
品
代

【
議
案
第
16
号
】
令
和
７
年
度
対
馬
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

●
歳
入
・
歳
出
予
算

•
そ
れ
ぞ
れ
41
億
９
，
１
９
１
万
８
千
円

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
長
崎
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
負
担
金
、
納

税
組
合
事
務
取
扱
費
交
付
金
、
国
民
健
康
保
険
事

業
費
納
付
金
、
特
定
健
康
診
査
委
託
料

【
議
案
第
17
号
】
令
和
７
年
度
対
馬
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算

●
歳
入
・
歳
出
予
算

•
そ
れ
ぞ
れ
５
億
２
，
２
４
４
万
１
千
円

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
保
険
基
盤
安
定
負
担
金
及
び
保
険
料
納
付
金

【
議
案
第
18
号
】
令
和
７
年
度
対
馬
市
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算

●
歳
入
・
歳
出
予
算

•
そ
れ
ぞ
れ
40
億
５
，
０
３
０
万
８
千
円

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
介
護
認
定
審
査
会
委
員
報
酬
及
び
意
見
書
作
成
手

数
料
、

•
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
負
担
金
、
居
宅
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
負
担
金

•
介
護
予
防
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
及
び

会
計
年
度
任
用
職
員
の
人
件
費

◆
◆
◆
◆
◆  

審
査
結
果  

◆
◆
◆
◆
◆

【
議
案
第
10
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
15
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
16
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
17
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
18
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

付
託
案
件
審
査
報
告

 
■
厚
生
常
任
委
員
会
報
告

委
員
長
　
島
居
　
真
吾

【
議
案
第
10
号
】
令
和
６
年
度
対
馬
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
10
号
）

●
主
な
歳
入
の
内
訳

•
離
島
輸
送
コ
ス
ト
助
成
事
業
補
助
金
及
び
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
減

•
新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
水
産
経
営
応
援
事
業
補
助
金
、

　

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
及
び
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
事
業
補
助
金
の
減

•
道
路
橋
り
ょ
う
債
及
び
漁
港
整
備
事
業
債
の
減

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
及
び
離
島
輸
送
コ
ス

ト
助
成
事
業
補
助
金
の
減

•
尾
浦
浅
藻
線
道
路
改
良
工
事
請
負
費
の
追
加

•
市
道
安
神
１
号
・
４
号
線
外
１
路
線
の
立
木
建
物

等
補
償
費
の
減

【
議
案
第
20
号
】
令
和
７
年
度
対
馬
市
水
道
事
業
会
計

予
算　

●
主
な
歳
入
の
内
訳

•
水
道
使
用
料
、
一
般
会
計
負
担
金
、
長
期
前
受
金

戻
入
、
企
業
債
、
国
庫
補
助
金
、
補
償
金

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
人
件
費
、
検
針
等
委
託
料
、
水
質
検
査
手
数
料
、

修
繕
費
及
び
施
設
管
理
費

【
議
案
第
21
号
】
令
和
７
年
度
対
馬
市
漁
業
集
落
排
水

事
業
会
計
予
算

●
主
な
歳
入
の
内
訳

•
使
用
料
、
他
会
計
負
担
金
、
他
会
計
補
助
金
、
長

付
託
案
件
審
査
報
告

 

■
産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告

委
員
長
　
坂
本
　
充
弘

期
前
受
金
の
戻
入

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
維
持
管
理
費
、
委
託
料
、
排
水
施
設
工
事
請
負
費

企
業
債
償
還
金

【
議
案
第
29
号
】
対
馬
市
港
湾
施
設
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
改
正
内
容

•
第
２
条
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る

　
　

仁
位
港
湾
都
市
再
開
発
用
地

　
　

対
馬
市
豊
玉
町
仁
位
２
０
８
９
番
地
26
ほ
か

※
別
表
そ
の
１
の
料
金
表
は
省
略

●
改
正
理
由

•
県
管
理
の
仁
位
港
の
港
湾
施
設
背
後
地
に
つ
い
て
、

財
産
取
得
し
た
こ
と
に
伴
い
条
例
改
正
す
る
も
の

◆
◆
◆  

委
員
か
ら
の
意
見  

◆
◆
◆

•
多
く
の
事
業
で
執
行
残
が
出
て
い
る
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
業
の
執
行
残
を
少
な
く
す
る
工
夫

を
し
て
ほ
し
い
。

◆
◆
◆
◆
◆  

審
査
結
果  

◆
◆
◆
◆
◆

【
議
案
第
10
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
20
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
21
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
29
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決



意 見 交 換 会 報 告

常任委員会で関係団体との意見交換会を行いました。その内容を報告します。

厚生常任委員会

産業建設常任委員会
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議会だより つしま

【
議
案
第
10
号
】
令
和
６
年
度
対
馬
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
10
号
）

●
主
な
歳
入
の
内
訳

•
離
島
輸
送
コ
ス
ト
助
成
事
業
補
助
金
及
び
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
減

•
新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
水
産
経
営
応
援
事
業
補
助
金
、

　

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
及
び
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
事
業
補
助
金
の
減

•
道
路
橋
り
ょ
う
債
及
び
漁
港
整
備
事
業
債
の
減

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
及
び
離
島
輸
送
コ
ス

ト
助
成
事
業
補
助
金
の
減

•
尾
浦
浅
藻
線
道
路
改
良
工
事
請
負
費
の
追
加

•
市
道
安
神
１
号
・
４
号
線
外
１
路
線
の
立
木
建
物

等
補
償
費
の
減

【
議
案
第
20
号
】
令
和
７
年
度
対
馬
市
水
道
事
業
会
計

予
算　

●
主
な
歳
入
の
内
訳

•
水
道
使
用
料
、
一
般
会
計
負
担
金
、
長
期
前
受
金

戻
入
、
企
業
債
、
国
庫
補
助
金
、
補
償
金

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
人
件
費
、
検
針
等
委
託
料
、
水
質
検
査
手
数
料
、

修
繕
費
及
び
施
設
管
理
費

【
議
案
第
21
号
】
令
和
７
年
度
対
馬
市
漁
業
集
落
排
水

事
業
会
計
予
算

●
主
な
歳
入
の
内
訳

•
使
用
料
、
他
会
計
負
担
金
、
他
会
計
補
助
金
、
長

期
前
受
金
の
戻
入

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
維
持
管
理
費
、
委
託
料
、
排
水
施
設
工
事
請
負
費

企
業
債
償
還
金

【
議
案
第
29
号
】
対
馬
市
港
湾
施
設
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
改
正
内
容

•
第
２
条
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る

　
　

仁
位
港
湾
都
市
再
開
発
用
地

　
　

対
馬
市
豊
玉
町
仁
位
２
０
８
９
番
地
26
ほ
か

※
別
表
そ
の
１
の
料
金
表
は
省
略

●
改
正
理
由

•
県
管
理
の
仁
位
港
の
港
湾
施
設
背
後
地
に
つ
い
て
、

財
産
取
得
し
た
こ
と
に
伴
い
条
例
改
正
す
る
も
の

◆
◆
◆  

委
員
か
ら
の
意
見  

◆
◆
◆

•
多
く
の
事
業
で
執
行
残
が
出
て
い
る
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
業
の
執
行
残
を
少
な
く
す
る
工
夫

を
し
て
ほ
し
い
。

◆
◆
◆
◆
◆  

審
査
結
果  

◆
◆
◆
◆
◆

【
議
案
第
10
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
20
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
21
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
29
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

期　日 令和7年1月10日

相手方 対馬森林組合

内　容

海上輸送コスト負担軽減に向けた市
からの支援、島内運賃について森林環
境税を活用した支援、鹿ノ浦港の背後
市有地の使用、市と個人の分収林契約
の更新、林道補修の予算などについて
意見交換を行いました。また、分収林
の現地視察も行いました。

期　日 令和7年2月13日

相手方 対馬市社会福祉協議会

内　容

有人国境離島法の延長に向けた今後
の対策と対馬市議会の取組、広報紙
の発行、訪問介護事業（ホームヘル
プサービス）の報酬などについて意
見交換を行いました。



６

議会だより つしま

今
回
で
４
年
間
最
後
の
一
般
質

問
に
な
る
の
で
、
市
民
か
ら
の

要
望
を
一
言
、
市
長
に
お
願
い

す
る
。
豊
玉
診
療
所
に
通
院
す

る
の
に
、
仁
位
バ
ス
停
か
ら
診

療
所
ま
で
の
距
離
が
遠
い
の
で

何
か
交
通
手
段
を
考
え
て
ほ
し

い
。
私
事
で
は
あ
る
が
、
市
民

の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
区
長
要
望
に
対
す
る
対
応
は

（
入
江
）
１
年
間
に
約
７
０
０

件
の
要
望
が
来
て
い
る
が
、
１

４
０
件
ぐ
ら
い
し
か
対
応
し
き

れ
て
な
い
。
要
望
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
優
先
順
位
で
処
理
を

し
て
い
る
か
。

（
市
長
）
現
地
を
確
認
し
、
緊

急
を
要
す
る
と
判
断
し
た
も
の

は
優
先
的
に
対
応
し
て
い
る
。

◆
全
島
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

（
入
江
）
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整

備
を
お
願
い
し
て
い
た
が
、
久

田
の
コ
ー
ト
（
１
面
）
は
補
修

を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
あ
と

は
浜
久
須
を
芝
に
し
て
も
ら
え

た
ら
と
思
う
。

（
教
育
長
）
改
修
に
は
多
額
の

費
用
を
要
す
る
た
め
、
施
設
の

利
用
状
況
に
よ
り
、
優
先
順
位

を
検
討
し
、
改
修
を
進
め
て
い

く
。

◆
生
活
困
窮
者
の
救
済

（
入
江
）
市
で
は
生
活
困
窮
者

の
救
済
方
法
は
生
活
保
護
し
か

な
い
の
か
。

（
市
長
）
救
済
方
法
と
し
て
は

生
活
保
護
以
外
に
な
い
。
生
活

保
護
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

食
料
品
等
の
現
物
給
付
を
行
う

生
活
困
窮
者
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業

を
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
助

言
し
て
い
る
。

◆
組
織
機
構
の
見
直
し

（
糸
瀬
）
北
部
地
区
の
住
民
サ

ー
ビ
ス
へ
の
影
響
及
び
、
災
害

時
の
初
動
対
応
は
。

（
市
長
）
職
員
の
技
術
職
、
専

門
職
が
減
少
し
て
お
り
、
北
地

区
保
健
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、

豊
玉
庁
舎
に
あ
る
保
健
部
に
集

約
す
る
こ
と
で
、
健
康
増
進
課
、

長
寿
介
護
課
の
マ
ン
パ
ワ
ー
の

充
実
を
図
り
、
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
た
組
織
に
し
た
い
。
各
種
健

診
等
の
際
に
は
、
近
隣
に
居
住

の
職
員
に
は
、
直
接
、
上
県
庁

舎
に
出
勤
も
可
能
と
す
る
な
ど
、

職
員
の
移
動
負
担
の
軽
減
と
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
努
め
る
。

北
部
建
設
事
務
所
に
つ
い
て
は
、

技
術
職
員
を
配
置
し
、
管
内
公

共
施
設
の
維
持
管
理
及
び
、
災

害
時
の
初
動
対
応
等
に
つ
い
て

は
、
対
馬
市
職
員
災
害
時
初
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
見
直
し
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
引
き
続
き
強
化

し
て
い
く
。

◆
上
県
町
の
各
保
育
所
、
小
中

学
校

（
糸
瀬
）
統
廃
合
計
画
や
廃
園
、

廃
校
舎
の
今
後
の
利
活
用
計
画

は
。

（
市
長
）
佐
須
奈
保
育
所
、
仁

田
保
育
所
の
統
合
に
つ
い
て
は

現
状
維
持
と
考
え
て
い
る
。
上

県
町
内
の
廃
園
、
廃
校
舎
は
、

ど
の
施
設
も
老
朽
化
が
激
し
く
、

利
活
用
は
困
難
な
状
況
で
あ
り
、

対
馬
市
公
共
施
設
等
個
別
施
設

計
画
を
見
直
し
て
い
く
。

（
教
育
長
）
佐
須
奈
小
・
中
学

校
、
仁
田
小
学
校
、
仁
田
中
学

校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
佐
須

奈
中
学
校
と
仁
田
中
学
校
を
統

合
す
る
方
針
と
し
、
協
議
を
進

め
て
い
く
。

◆
北
部
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

（
糸
瀬
）
進
捗
状
況
は
。

（
市
長
）
今
年
度
、
計
画
策
定

に
着
手
し
、
来
年
度
３
月
完
成

に
向
け
進
め
て
い
る
。

（
糸
瀬
）
要
望
と
し
て
、
佐
須

奈
地
区
に
企
業
誘
致
、
佐
護
地

区
の
千
俵
蒔
山
及
び
、
仁
田
地

区
は
目
保
呂
ダ
ム
馬
事
公
園
の

整
備
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

市政を問う10名の議員が一般質問

入江 有紀議員

糸瀬 雅之議員



７

議会だより つしま

◆
活
性
化
へ
の
取
り
組
み

（
伊
原
）
活
性
化
継
続
に
向
け

て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

（
市
長
）
２
０
２
０
年
の
国
勢

調
査
で
の
人
口
は
、
２
８
，
５

０
２
人
で
、
ピ
ー
ク
時
の
４
割

程
度
。
２
０
１
５
年
に
対
馬
市

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
を
策
定
し
、
重
点
戦
略

と
し
て
、「
雇
用
を
創
出
す
る
」
、

「
移
住
・
定
住
を
拡
大
す
る
」
、

「
安
心
し
て
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
が
で
き
る
」
、「
老
後
の
生

き
が
い
を
充
実
さ
せ
る
」
、の
４

つ
を
掲
げ
、
人
口
減
少
対
策
の

取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

（
伊
原
）
技
術
職
の
応
募
状
況

と
充
足
率
は
。

（
市
長
）
７
月
に
実
施
し
た
社

会
人
枠
で
２
人
、
９
月
の
高

卒
・
大
卒
試
験
で
１
人
の
応
募

が
あ
っ
た
。
技
術
職
の
充
足
率

は
82
％
。

（
伊
原
）
事
業
所
に
よ
る
雇
用

説
明
会
へ
の
市
の
か
か
わ
り
は
。

（
市
長
）
市
内
事
業
所
の
人
材

確
保
対
策
と
し
て
、
都
市
圏
に

お
い
て
、
移
住
と
雇
用
の
場
、

住
ま
い
の
相
談
、
島
の
魅
力
発

信
な
ど
を
柱
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
い
る
。

◆
燃
油
高
騰
対
策

（
伊
原
）
燃
油
価
格
の
高
騰
に

つ
い
て
、
石
油
商
業
組
合
と
の

協
議
は
。
ま
た
、
油
槽
所
の
維

持
管
理
費
及
び
タ
ン
ク
ロ
ー
リ

ー
配
送
へ
の
補
助
は
。

（
市
長
）
組
合
と
の
正
式
な
協

議
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
平
成

21
年
度
に
実
施
し
た
調
査
研
究

で
は
、
油
槽
所
を
１
カ
所
に
集

約
す
る
た
め
７
億
円
の
投
資
を

し
て
も
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
１

円
程
度
の
効
果
し
か
得
ら
れ
な

い
と
試
算
さ
れ
た
。
県
市
長
会

に
お
い
て
、
本
土
と
の
価
格
是
正

の
た
め
の
制
度
見
直
し
や
離
島

に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
税
減
免
な

ど
、
新
た
な
制
度
創
設
に
向
け

た
国
へ
の
提
言
に
取
組
ん
で
い

る
。
市
と
し
て
は
燃
油
の
消
費

者
で
あ
る
各
産
業
等
へ
の
直
接

補
助
の
効
果
が
高
い
と
考
え
る
。

◆
厳
原
町
野
良
地
区
の
対
馬
市

職
員
住
宅
施
設
の
市
長
の
使
用

に
つ
い
て

（
小
宮
）
引
っ
越
し
に
よ
り
法

令
違
反
は
排
除
さ
れ
た
が
、
市

民
か
ら
市
の
ト
ッ
プ
と
し
て
の

責
任
の
あ
り
方
を
問
う
声
が
あ

る
。
反
省
の
弁
だ
け
で
な
く
、

し
か
る
べ
き
対
応
を
す
べ
き
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
考

え
を
問
う
。

（
市
長
）
責
任
に
つ
い
て
は
議

会
の
場
で
謝
罪
と
反
省
の
弁
を

述
べ
た
。
そ
の
他
の
処
分
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

◆
湯
多
里
ラ
ン
ド
つ
し
ま
の
運

営
に
つ
い
て

（
小
宮
）
９
月
補
正
予
算
に
計

上
さ
れ
市
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と

し
て
執
行
し
た
減
収
補
填
は
プ

ー
ル
施
設
の
ど
こ
に
瑕
疵
が
あ

っ
た
の
か
。

（
市
長
）
プ
ー
ル
の
漏
水
や
濾

過
器
、
循
環
ポ
ン
プ
な
ど
に
不

具
合
が
あ
り
、
改
修
の
た
め
営

業
で
き
な
か
っ
た
日
数
に
か
か

る
減
収
分
で
あ
る
。

（
小
宮
）
便
宜
を
図
っ
た
と
し

か
思
え
な
い
。

（
市
長
）
そ
の
よ
う
な
事
実
は

な
い
。
発
言
を
取
り
消
し
て
ほ

し
い
。

市政を問う10名の議員が一般質問

伊原 徹議員

小宮 教義議員



８

議会だより つしま

◆
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
脇
本
）
老
朽
化
公
共
施
設
は

自
治
体
が
抱
え
る
時
限
爆
弾
と

も
言
わ
れ
、
早
急
な
縮
充
案
を

検
討
す
べ
き
。

（
市
長
）
公
共
性
を
維
持
し
つ

つ
財
産
処
分
の
機
会
を
逃
す
こ

と
が
な
い
よ
う
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ

ー
ス
で
取
組
む
。

（
脇
本
）
市
有
地
木
材
置
き
場

使
用
料
の
減
免
を
据
え
置
き
、

林
業
関
係
者
の
下
支
え
が
で
き

な
い
か
。

（
市
長
）
今
後
も
、
更
な
る
機

能
集
約
・
効
率
化
に
向
け
て
調

整
を
図
り
な
が
ら
、
継
続
し
て

免
除
す
る
。

（
脇
本
）
舟
志
港
湾
に
従
来
就

航
し
て
い
た
木
材
運
搬
船
の
就

航
継
続
が
不
透
明
と
な
り
、
峰

港
湾
ま
で
追
加
運
賃
の
負
担
が

増
す
の
で
は
と
危
惧
さ
れ
て
い

る
。
島
内
木
材
運
搬
費
へ
何
ら

か
の
補
助
が
で
き
な
い
か
。

（
市
長
）
林
地
残
材
は
森
林
整

備
に
影
響
が
あ
り
、
併
せ
て
災

害
発
生
抑
制
の
観
点
か
ら
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
補
助
し

て
い
る
が
、
純
粋
な
丸
太
（
原

木
）
は
解
釈
が
異
な
る
。

（
脇
本
）
令
和
５
年
６
月
の
林

野
庁
・
総
務
省
通
達
に
は
、
林

地
残
材
だ
け
で
な
く
間
伐
材
も

森
林
環
境
譲
与
税
補
助
の
例
に

上
が
っ
て
お
り
、
何
ら
問
題
が

な
い
は
ず
だ
。
間
伐
材
を
補
助

対
象
と
し
て
い
る
自
治
体
や
林
野

庁
に
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
脇
本
）
漁
業
者
育
成
補
助
金

制
度
に
お
い
て
、
記
録
的
な
イ

カ
の
不
漁
等
の
個
人
の
努
力
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
事
情
で

漁
業
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い

場
合
に
は
、
柔
軟
な
対
応
が
で

き
な
い
か
。

（
市
長
）
こ
の
制
度
の
お
か
げ

で
若
い
漁
師
が
育
っ
て
い
る
。

今
後
も
こ
の
研
修
生
に
寄
り
添
い
、

親
身
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
。

◆
多
様
な
主
体
に
よ
る
し
ま
づ

く
り
は

（
小
島
）「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録

制
度
」
や
「
２
地
域
居
住
」
を

取
り
入
れ
、
多
様
な
主
体
に
よ

る
地
域
づ
く
り
は
。

（
市
長
）
対
馬
は
２
地
域
居
住

の
拠
点
と
し
て
の
好
条
件
を
有

し
て
い
る
。
関
係
人
口
の
拡
大
、

ふ
る
さ
と
納
税
額
増
を
図
る
た

め
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ

る
情
報
収
集
や
国
・
県
へ
の
支

援
要
請
を
進
め
る
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
収
と
活

用
は

（
小
島
）
令
和
７
年
度
ま
で
の

目
標
５
億
円
を
も
っ
と
高
く
設

定
す
べ
き
。

（
市
長
）
３
か
年
計
画
で
、
令

和
７
年
度
末
ま
で
に
５
億
円
を

目
標
に
事
業
に
取
り
組
む
。

（
小
島
）
五
島
市
、
壱
岐
市
は

既
に
６
億
円
か
ら
８
億
円
の
実

績
が
あ
る
。
対
馬
も
や
り
方
次

第
で
増
え
る
。
五
島
市
の
「
心

の
ふ
る
さ
と
市
民
制
度
」
な
ど

参
考
に
す
べ
き
。

◆
第
２
次
総
合
計
画
の
評
価
、

第
３
次
計
画
へ
の
取
り
組
み
は

（
小
島
）
第
２
次
計
画
後
期
の

評
価
、
市
長
の
所
見
、
政
治
姿

勢
は
。

（
市
長
）
令
和
２
年
度
以
降
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
た
め
、
対
応
に

追
わ
れ
、
行
動
制
限
も
あ
り
、

思
う
よ
う
に
施
策
を
展
開
で
き

な
か
っ
た
。
市
民
や
議
会
と
と

も
に
協
働
し
て
着
実
に
実
行
し

て
い
く
。

◆
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
は

（
小
島
）
移
行
後
の
活
動
費
用

は
公
費
で
負
担
す
べ
き
。

（
教
育
長
）
小
学
校
の
社
会
体

育
と
同
様
、
施
設
の
使
用
料
の

減
免
を
除
き
、
個
別
の
補
助
は

考
え
て
い
な
い
。

（
小
島
）
こ
れ
ま
で
土
、
日
、

休
日
に
指
導
す
る
教
職
員
に
は
、

公
費
で
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い

た
。
社
会
制
度
の
変
更
に
よ
り
、

保
護
者
が
負
担
す
る
こ
と
は
義

務
教
育
の
理
念
・
制
度
に
反
す

る
。

（
市
長
）
国
、
県
の
動
向
に
注

力
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
の

こ
と
は
し
た
い
。

【
議
案
第
10
号
】
令
和
６
年
度
対
馬
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
10
号
）

●
主
な
歳
入
の
内
訳

•
離
島
輸
送
コ
ス
ト
助
成
事
業
補
助
金
及
び
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
減

•
新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
水
産
経
営
応
援
事
業
補
助
金
、

　

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
及
び
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
事
業
補
助
金
の
減

•
道
路
橋
り
ょ
う
債
及
び
漁
港
整
備
事
業
債
の
減

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
及
び
離
島
輸
送
コ
ス

ト
助
成
事
業
補
助
金
の
減

•
尾
浦
浅
藻
線
道
路
改
良
工
事
請
負
費
の
追
加

•
市
道
安
神
１
号
・
４
号
線
外
１
路
線
の
立
木
建
物

等
補
償
費
の
減

【
議
案
第
20
号
】
令
和
７
年
度
対
馬
市
水
道
事
業
会
計

予
算　

●
主
な
歳
入
の
内
訳

•
水
道
使
用
料
、
一
般
会
計
負
担
金
、
長
期
前
受
金

戻
入
、
企
業
債
、
国
庫
補
助
金
、
補
償
金

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
人
件
費
、
検
針
等
委
託
料
、
水
質
検
査
手
数
料
、

修
繕
費
及
び
施
設
管
理
費

【
議
案
第
21
号
】
令
和
７
年
度
対
馬
市
漁
業
集
落
排
水

事
業
会
計
予
算

●
主
な
歳
入
の
内
訳

•
使
用
料
、
他
会
計
負
担
金
、
他
会
計
補
助
金
、
長

期
前
受
金
の
戻
入

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
維
持
管
理
費
、
委
託
料
、
排
水
施
設
工
事
請
負
費

企
業
債
償
還
金

【
議
案
第
29
号
】
対
馬
市
港
湾
施
設
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
改
正
内
容

•
第
２
条
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る

　
　

仁
位
港
湾
都
市
再
開
発
用
地

　
　

対
馬
市
豊
玉
町
仁
位
２
０
８
９
番
地
26
ほ
か

※
別
表
そ
の
１
の
料
金
表
は
省
略

●
改
正
理
由

•
県
管
理
の
仁
位
港
の
港
湾
施
設
背
後
地
に
つ
い
て
、

財
産
取
得
し
た
こ
と
に
伴
い
条
例
改
正
す
る
も
の

◆
◆
◆  

委
員
か
ら
の
意
見  

◆
◆
◆

•
多
く
の
事
業
で
執
行
残
が
出
て
い
る
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
業
の
執
行
残
を
少
な
く
す
る
工
夫

を
し
て
ほ
し
い
。

◆
◆
◆
◆
◆  

審
査
結
果  

◆
◆
◆
◆
◆

【
議
案
第
10
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
20
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
21
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
29
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

市政を問う10名の議員が一般質問

脇本 啓喜議員

小島 德重議員



９

議会だより つしま

◆
対
馬
の
自
然
保
護
と
有
効
活
用

（
作
元
）
対
馬
島
の
下
か
ら
上

ま
で
自
然
を
利
用
し
た
多
く
の

観
光
地
が
あ
る
が
、
整
備
状
況

は
ど
う
か
。

（
市
長
）
整
備
を
実
施
し
て
い

く
箇
所
や
そ
の
緊
急
性
等
に
つ

い
て
、
優
先
度
や
事
業
規
模
な

ど
を
総
合
的
に
判
断
し
な
が
ら
、

振
興
実
施
計
画
等
に
基
づ
き
整

備
を
進
め
て
い
る
。
対
馬
の
豊

か
な
自
然
は
貴
重
な
地
域
資
源

で
あ
り
、
整
備
・
開
発
と
地
域

資
源
の
保
全
と
い
う
２
つ
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
推
進
し

て
い
く
。

（
作
元
）
新
た
に
協
働
隊
を
採

用
し
た
と
き
に
は
、
神
話
の
里
、

烏
帽
子
岳
、
和
多
都
美
神
社
等
、

全
体
的
な
活
用
が
で
き
る
よ
う
、

市
長
も
中
に
入
っ
て
、
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

◆
対
馬
の
資
源
保
護
と
活
用
方
法

（
作
元
）
水
産
業
の
不
振
が
続

い
て
い
る
が
、
資
源
の
状
況
調

査
等
は
。
ま
た
、
沖
合
底
引
き

網
、
巻
網
の
規
制
に
関
す
る
状

況
は
。

（
市
長
）
国
に
お
い
て
、
調
査

や
漁
業
者
か
ら
の
情
報
収
集
な

ど
を
基
に
漁
獲
量
制
限
や
禁
漁

期
間
な
ど
適
正
な
資
源
管
理
措

置
を
講
じ
て
い
る
。
規
制
に
関

し
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
調

整
を
図
り
な
が
ら
、
適
宜
対
応

に
努
め
る
。

（
作
元
）
島
外
の
漁
業
者
が
小

さ
い
ア
カ
ム
ツ
も
獲
っ
て
い
る
。

資
源
の
枯
渇
に
繋
が
る
た
め
、

市
の
漁
業
者
の
生
活
が
成
り
立

つ
よ
う
、
県
と
の
協
議
な
ど
、

市
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。

（
市
長
）
県
と
相
談
を
し
た
上

で
水
産
庁
等
に
要
望
を
し
て
い

き
た
い
。

◆
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
の
建
造

（
作
元
）
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル

の
契
約
に
関
す
る
今
の
状
況
は
。

（
市
長
）
現
在
、
鉄
道
運
輸
機

構
に
お
い
て
審
査
が
続
い
て
い

る
状
況
で
あ
り
、
契
約
の
締
結

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

◆
漁
業
者
の
生
活
の
支
援
策

（
船
越
）
基
幹
産
業
で
あ
る
漁

業
は
、
漁
獲
量
が
激
減
し
、
生

活
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
何
ら
か
の
支
援
策
が
必
要

で
は
。

（
市
長
）
関
係
機
関
と
連
携
し

た
漁
業
者
向
け
の
融
資
制
度
の

拡
充
や
貸
付
制
度
の
活
用
、
ま

た
、
国
・
県
と
連
携
し
、
漁
業

者
の
経
済
的
な
支
援
策
が
拡
充

で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

◆
財
政

（
船
越
）
一
般
税
、
国
民
健
康

保
険
税
の
不
能
欠
損
金
が
多
く
、

財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
の
で
は
。

（
市
長
）
滞
納
抑
制
の
た
め
滞

納
整
理
を
強
化
し
、
納
税
意
識

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
よ
る
個

人
・
法
人
所
得
の
増
進
を
目
指

す
。

◆
分
収
造
林
の
契
約
は

（
船
越
）
分
収
造
林
は
現
在
33

か
所
あ
り
、
継
続
契
約
は
29
か

所
、
契
約
更
新
切
れ
が
４
か
所
。

契
約
の
期
限
が
間
近
な
分
収
造

林
は
、
所
有
者
の
意
向
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
引
き
続
き
契
約
更

新
を
図
る
。

◆
市
長
公
舎
の
設
置

（
船
越
）
旧
裁
判
官
宿
舎
は
現

在
、
移
住
者
向
け
の
お
試
し
住

宅
と
し
て
使
用
し
て
い
る
が
、

本
庁
舎
に
近
く
、
危
機
管
理
体

制
を
考
え
る
と
市
長
公
舎
に
す

べ
き
だ
と
思
う
が
。

（
市
長
）
人
口
減
少
抑
制
対
策
、

担
い
手
の
確
保
は
本
市
の
重
要

施
策
で
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
、
移
住
・
定
住
を
促
進
す
る

必
要
が
あ
る
。
私
の
任
期
中
は

市
長
公
舎
と
し
て
の
活
用
は
せ

ず
、
引
き
続
き
お
試
し
住
宅
と

し
て
活
用
し
た
い
。

【
議
案
第
10
号
】
令
和
６
年
度
対
馬
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
10
号
）

●
主
な
歳
入
の
内
訳

•
離
島
輸
送
コ
ス
ト
助
成
事
業
補
助
金
及
び
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
減

•
新
た
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
水
産
経
営
応
援
事
業
補
助
金
、

　

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
及
び
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
事
業
補
助
金
の
減

•
道
路
橋
り
ょ
う
債
及
び
漁
港
整
備
事
業
債
の
減

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
及
び
離
島
輸
送
コ
ス

ト
助
成
事
業
補
助
金
の
減

•
尾
浦
浅
藻
線
道
路
改
良
工
事
請
負
費
の
追
加

•
市
道
安
神
１
号
・
４
号
線
外
１
路
線
の
立
木
建
物

等
補
償
費
の
減

【
議
案
第
20
号
】
令
和
７
年
度
対
馬
市
水
道
事
業
会
計

予
算　

●
主
な
歳
入
の
内
訳

•
水
道
使
用
料
、
一
般
会
計
負
担
金
、
長
期
前
受
金

戻
入
、
企
業
債
、
国
庫
補
助
金
、
補
償
金

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
人
件
費
、
検
針
等
委
託
料
、
水
質
検
査
手
数
料
、

修
繕
費
及
び
施
設
管
理
費

【
議
案
第
21
号
】
令
和
７
年
度
対
馬
市
漁
業
集
落
排
水

事
業
会
計
予
算

●
主
な
歳
入
の
内
訳

•
使
用
料
、
他
会
計
負
担
金
、
他
会
計
補
助
金
、
長

期
前
受
金
の
戻
入

●
主
な
歳
出
の
内
訳

•
維
持
管
理
費
、
委
託
料
、
排
水
施
設
工
事
請
負
費

企
業
債
償
還
金

【
議
案
第
29
号
】
対
馬
市
港
湾
施
設
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

●
改
正
内
容

•
第
２
条
の
表
に
次
の
よ
う
に
加
え
る

　
　

仁
位
港
湾
都
市
再
開
発
用
地

　
　

対
馬
市
豊
玉
町
仁
位
２
０
８
９
番
地
26
ほ
か

※
別
表
そ
の
１
の
料
金
表
は
省
略

●
改
正
理
由

•
県
管
理
の
仁
位
港
の
港
湾
施
設
背
後
地
に
つ
い
て
、

財
産
取
得
し
た
こ
と
に
伴
い
条
例
改
正
す
る
も
の

◆
◆
◆  

委
員
か
ら
の
意
見  

◆
◆
◆

•
多
く
の
事
業
で
執
行
残
が
出
て
い
る
状
況
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
事
業
の
執
行
残
を
少
な
く
す
る
工
夫

を
し
て
ほ
し
い
。

◆
◆
◆
◆
◆  

審
査
結
果  

◆
◆
◆
◆
◆

【
議
案
第
10
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
20
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
21
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
第
29
号
】
原
案
の
と
お
り
可
決

市政を問う10名の議員が一般質問

作元 義文議員

船越 洋一議員



１０

議会だより つしま

◆
漁
業
振
興
対
策

（
坂
本
）
総
合
的
な
漁
業
振
興

対
策
、
漁
協
合
併
の
支
援
策
、

ク
ロ
マ
グ
ロ
に
つ
い
て
問
う
。

（
市
長
）
燃
油
価
格
高
騰
対
策

支
援
及
び
漁
船
漁
具
導
入
資
金

の
利
子
補
給
、
漁
業
共
済
へ
の

加
入
促
進
、
新
規
漁
業
者
後
継

者
の
育
成
、
藻
場
再
生
技
術
の

開
発
や
普
及
、
放
流
効
果
の
検

証
と
技
術
改
善
を
重
ね
、
資
源

管
理
の
高
度
化
に
よ
り
持
続
可

能
な
漁
業
の
実
現
を
目
指
す
。

漁
協
合
併
支
援
策
は
、
県
で
は

中
小
企
業
診
断
士
や
税
理
士
に

よ
る
財
務
改
善
支
援
、
合
併
計

画
策
定
支
援
が
あ
り
、
本
市
も

推
進
支
援
を
し
て
い
く
。
ク
ロ

マ
グ
ロ
の
令
和
６
年
管
理
年
度

の
当
海
区
へ
の
配
分
量
は
、
約

４
４
０
ト
ン
で
県
内
の
42
％
。

今
後
は
海
区
区
長
会
で
議
論
調

整
さ
れ
、
漁
協
間
の
連
絡
調
整

を
図
り
、
対
馬
海
区
全
体
で
消

化
率
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
が

重
要
。

◆
ト
ン
ネ
ル
内
の
ラ
ジ
オ
放
送

（
坂
本
）
厳
原
ト
ン
ネ
ル
以
外

は
ラ
ジ
オ
が
受
信
で
き
な
い
。

防
災
や
緊
急
事
態
を
考
慮
し
、

早
急
に
整
備
す
べ
き
で
は
。

（
市
長
）
ト
ン
ネ
ル
は
「
道
路

ト
ン
ネ
ル
非
常
用
施
設
設
置
基

準
」
が
あ
り
、
現
行
で
の
整
備

は
困
難
で
あ
る
た
め
基
準
の
見

直
し
が
検
討
で
き
な
い
か
、
県

と
協
議
し
た
い
。

◆
障
害
者
専
用
駐
車
場
の
確
保

（
坂
本
）「
二
十
歳
を
祝
う
会
」

で
障
害
者
専
用
駐
車
場
が
確
保

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
後
は

確
保
を
お
願
い
し
た
い
。

（
教
育
長
）
教
育
委
員
会
所
管

の
施
設
は
障
害
者
専
用
駐
車
場

が
な
い
施
設
が
多
い
。
今
後
は

イ
ベ
ン
ト
や
利
用
い
た
だ
く
団

体
等
へ
も
お
願
い
し
、
障
害
者

専
用
駐
車
場
の
確
保
に
努
め
る
。

◆
南
部
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
の
進
捗
状
況

（
波
田
）
策
定
日
か
ら
日
数
の

経
過
と
共
に
変
化
し
て
い
く
現

実
社
会
に
、
地
域
が
求
め
る
起

爆
剤
と
な
り
、
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
繋
が
る
対
応
が
な
さ
れ
て
い

る
の
か
。
例
え
ば
豆
酘
住
民
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
は
建
屋
解
体

と
進
ん
で
い
る
が
、
完
成
ま
で

の
代
替
施
設
な
ど
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
た
め

の
対
策
を
問
い
た
い
。

（
市
長
）
豆
酘
に
関
し
て
は
、

漁
協
の
施
設
を
利
用
し
よ
う
と

報
告
が
上
が
っ
て
い
る
。
急
な

こ
と
と
は
申
せ
、
一
部
の
方
々

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と

は
率
直
に
謝
り
た
い
。

（
市
民
生
活
部
長
）
地
元
の
皆

様
に
十
分
に
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
事
前
に
説
明
を
し

て
承
諾
を
い
た
だ
く
の
が
筋
で

あ
っ
た
。

（
波
田
）
一
事
例
と
し
て
出
し

た
が
、
全
島
的
な
プ
ラ
ン
が
動

き
出
す
中
、
こ
れ
か
ら
も
多
々

あ
る
問
題
だ
と
思
う
。
職
員
が

出
向
い
て
フ
ォ
ロ
ー
を
お
願
い

す
る
。

◆
残
り
の
任
期
、
行
政
と
議
会

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
検
証
し
、

市
制
30
周
年
へ
向
け
て
の
ビ
ジ

ョ
ン

（
波
田
）
核
ご
み
施
設
誘
致
と

島
内
分
断
の
危
機
ま
で
に
発
生

し
か
け
た
こ
と
に
対
し
、
市
長

の
判
断
と
、
今
後
、
火
種
を
残

さ
な
い
た
め
に
も
、
安
心
安
全

な
対
馬
市
へ
と
導
く
考
え
方
を

問
う
。

（
市
長
）
判
断
は
的
確
で
、
一

切
の
迷
い
は
な
い
。
こ
の
姿
勢

を
貫
き
、
行
政
が
一
方
的
に
火

種
を
消
す
の
で
は
な
く
、
皆
様

と
共
に
考
え
、
意
見
を
交
わ
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
姿
勢
を
大

切
に
し
た
い
。

市政を問う10名の議員が一般質問

坂本 充弘議員

波田 政和議員



１１

議会だより つしま

令和７年度一般会計当初予算　３42億７００万円

水 道 事 業 会 計

漁業集落排水事業会計

診 療 所

国 民 健 康 保 険

後期高齢者医療

介 護 保 険

旅客定期航路事業

一 般 会 計

会　計　名 令和７年度 令和６年度 増 減 額 増減率

34,207,000

470,592

4,191,918

522,441

4,050,308

71,113

1,905,653

47,955

33,227,000

465,073

4,419,738

514,221

4,038,931

47,872

1,845,378

39,976

980,000

5,519

△ 227,820

8,220

11,377

23,241

60,275

7,979

2.9

1.2

△ 5.2

1.6

0.3

48.5

3.3

20.0

特

別

会

計

※特別会計、水道事業・漁業集落排水事業会計については常任委員会で審査
※水道事業・漁業集落排水事業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出の合計額

令和７年度当初予算総括表
（単位：千円、％）

　令和7年度の一般会計歳入歳出予算の総額は、令和6年度当初予算と比較してプラス2.9％

の342億700万円となっています。これは、令和6年度当初予算が市長選挙の関係から骨格予

算だったことが影響しており、予算額で9億8,000万円の増額となっております。

予算審査特別委員会レポート

【主な新規・継続事業】

情報通信基盤整備事業

大山地区避難所施設開設事業

総合計画推進事業

ジェットフォイル更新支援事業

ふるさと納税返礼システム運用事業

あそうベイパーク整備事業

海岸漂着物等地域対策推進事業

雞知保育所用地購入事業

森林環境譲与税活用事業

漁港整備事業

市道改良事業

公営住宅等整備事業

防災行政情報伝達システム整備事業

高機能消防指令センター整備事業

厳原中学校大規模改造事業

交流センターイベントホール空調設備改修事業

2億9,349万2千円

7,030万円

1,067万8千円

7,368万8千円

2億707万3千円

1億9,728万2千円

3億1,000万円

6,600万1千円

1億1,276万8千円

4億8,480万円

21億3,152万2千円

2億3,520万7千円

7億5,729万8千円

1億2,059万円

8,779万6千円

1億6,401万円

事　　業　　名 予　算　額



１２

議会だより つしま

　

早
い
も
の
で
４
年
の
任
期
が
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

で
は
、
「
議
会
だ
よ
り
つ
し
ま
」
の
大
幅
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
、
大
き
な
役
割
を
担
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
紙
面
で
お
伝
え

し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
説
明
会
も
開
催
し

ま
し
た
。

 

「
議
会
で
何
を
議
論
し
て
い
る
の
か
」「
議

員
は
何
を
し
て
い
る
の
か
」
、
す
べ
て
を
お

伝
え
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
委

員
会
と
し
て
工
夫
し
な
が
ら
「
伝
え
る
」
努

力
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
で
の
編
集
は
今
号
で
最

後
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
進
化
す
る

「
議
会
だ
よ
り
つ
し
ま
」
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

４
年
間
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
指
導

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
責
：
入
江
有
紀
）

編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

【
委
員
長
】

陶
山
荘
太
郎

【
副
委
員
長
】

入
江　

有
紀

【
委
員
】

神
宮　

保
夫

島
居　

真
吾

坂
本　

充
弘

小
島　

德
重

新たに未来環境部が設置されました

主な事業

　対馬市が重要課題として取り組んでいるＳＤＧｓをはじめとした環境施策の担当として、
未来環境部が設置されました。
　現在、しまづくり推進部が所管している域学連携に関すること、エネルギー政策に関す
ること、市民生活部所管の環境保全に関すること、廃棄物処理に関すること、農林水産部
所管の自然環境保護に関することなど、未来に向けた環境施策、対馬特有の動植物などの
自然保護の施策の取組を担当します。

ＰＩＣＫ
 ＵＰ

ＳＤＧｓ戦略課

環境政策課

自然共生課
■SDGs推進事業　654万5千円
■SDGs人財育成事業　1,953万1千円

■海岸漂着物等地域対策推進事業　2億6,631万2千円
■廃棄物処理４施設の維持管理経費　10億7,866万5千円

■有害鳥獣被害防止対策事業　1億7,247万8千円
■生物多様性保全事業　1,426万5千円


